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■問湖北広域行政事務センター（7６２－７１４３）

■問北びわ湖大花火大会実行委員会事務局〈観光振興課内〉（7６２－４１１１（代））
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市
で
は
、
風
通
し
の
よ
い
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
内
の
自
治
会
を
は
じ
め
、
自
主
的
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
等
を
対
象
に
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聴
く

「
座
ぶ
と
ん
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

今
回
懇
談
し
た
大
寺
自
治
会
の
皆
さ
ん

は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
た
め
、
５
つ
の
委
員
会
を
設
置

し
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
寺
防
災
委
員
会
で
は
、

災
害
時
や
緊
急
時
に
役
立
つ
『
大
寺
だ
い

じ
な
バ
ト
ン
』
の
全
戸
配
布
や
、
全
戸
参

加
に
よ
る
防
災
訓
練
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
草
の
根
防
災
体
制
育
成
事
業

の
補
助
金
で
防
災
用
の
資
機
材
・
備
蓄
品

を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
知
恵
と
工
夫
で
地
域

の
安
心
・
安
全
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
地
域

の
草
刈
り
や
花
植
え
を
行
う
ほ
か
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
環
境
や
防
災
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
を
設
け
て
お
ら
れ
ま
す
。「
き
ら

く
会
」
と
い
う
地
域
福
祉
活
動
の
場
も
あ

り
、
毎
月
１
回
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま

っ
て
健
康
教
室
や
お
し
ゃ
べ
り
会
を
開

き
、
寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
の

に
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
大
寺
自
治
会
の
皆

さ
ん
で
す
が
、
一
番
の
関
心
ご
と
は
『
県

道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
』
に
つ
い
て
で
す
。

大
寺
自
治
会
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
長
期
間

に
わ
た
り
県
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

開
通
ま
で
あ
と
一
歩
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
道
路
は
小
中
学
生
の
通
学
路
で

あ
り
、
地
域
の
人
た
ち
も
日
常
的
に
利
用

す
る
た
め
、
新
し
い
交
差
点
に
は
信
号
機

を
つ
け
る
な
ど
安
全
対
策
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
自
治
会
を
あ
げ

て
県
や
警
察
に
要
望
を
さ
れ
て
き
た
も
の

の
、
な
か
な
か
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

こ
の
新
し
い
道
路
は
、
今
後
整
備
さ
れ

る
予
定
の
「
小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
に
接
続
す
る
予
定
で
、
長
浜

全
体
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
道
路
で

す
。
皆
さ
ん
の
声
が
き
ち
ん
と
県
や
警
察

に
届
く
よ
う
、
市
と
し
て
も
き
ち
ん
と
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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■問
市
民
広
報
室
（
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）

子ども達のより良い学びのために 
「長浜の未来を拓く教育検討委員会」では、市内の県立学校のあり方について話し合い、滋賀県と県教

育委員会への提言を行うとともに、教育・人材育成のあり方について検討しています。
これまでに７回の議論を重ね、一次提言として「県立高校の再編計画に関わる手続きや進め方」につい

て取りまとめ、６月12日に県知事および県教育長に提言書を提出しました。
提言にあたり藤井市長は、「本提言は地域の総意であり、住民が等しく共

有できるものである」「地域の切実な声として真摯に受け止め、知事部局と
教育委員会とが十分に連携を図り、確実に実施されたい」と述べ、原案に拘
泥することなく、地域の意見を反映しながら、改めて検討し直すことを強く
求めました。
提言時における県知事および県教育長のコメントは次のとおりです。
○県知事
・長浜の未来を拓く教育検討委員会の幅広く深い議論に感謝する。
・人材は県政の柱であり、教育は未来への先行投資である。
・まちづくりに貢献できる高校として再編できるよう提言を重く受け止め、知事として責任を果たしていく。
○県教育長
・地域の思いをまとめていただいたものであり、しっかり受け止める。
・「ビジョンを示す」「必要なものに投資する」「地域の思いを踏まえる」「意見を聞き説明する」などの提
言事項を十分に踏まえながら進めていきたい。
・子ども達のことを考えると、できる限り早い時期に計画案を示したい。

なお、委員会では引き続き検討を進め、総論に続く各論についても意見を取りまとめ、二次提言を行う
予定です。

※一次提言書やこれまでの委員会資料、議事録は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。
高校再編や人材育成などに関するご意見は、メールまたは書面にてお寄せください。

■問企画政策課（7６５－６５０５、Eメールkikaku@city.nagahama.lg.jp）

■開催日時：８月６日（月）
19時30分～20時15分
小雨決行。
荒天の場合は、8月22日(水)に延期

■打上げ場所：長浜港沖

■特別協賛席：長浜港湾（有料）
【種　　類】一般席　　 500円（３歳未満無料）

イス席　 1,000円
※一般席は一人50㎝四方程度のスペースとな
ります。敷物は各自でご用意ください。
※レジャーシートはありません！

【販売期間】８月３日（金）まで
【販売場所】観光振興課〈本館２階〉および各支所

観光担当課、長浜駅観光案内所、観光
情報センター四居家。
◎イス席のみ、次のところで販売します。
（販売期間：８月５日(日)まで）
店頭販売〔（ ）内〕とインターネ
ット販売。
・ローソンチケット（ローソン）
・ＣＮプレイガイド（セブンイレブン）
・チケットぴあ（ぴあ、セブンイレブン、サークルＫサンクス）
・ＪＴＢ（ＪＴＢ）
注意：インターネット販売は手数料がかかります。詳しくは各ＨＰをご覧ください。
※残席があれば当日、打上げ会場で販売する予定です。

スターマインをはじめとする多彩な花火が夜空に舞い上がり、びわ湖を美しく照らし出します。

今年の花火大会は
打ち上げ場所が陸地から琵琶湖上の台船の上になりましたので、

長浜港湾全域が有料観覧エリアとなります。特別協賛席（有料）でお楽しみください。

会場周辺の道路は非常に混雑します。交通規制等にご協力をお願いいたします

有料観覧エリア 

観覧禁止エリア 

長浜・北びわ湖大花火大会 
長浜の夏の風物詩 

長浜・北びわ湖大花火大会 長浜・北びわ湖大花火大会 

クリスタルプラザ展望研修棟を次のとおり夜間無料開放します。
【と　き】８月６日（月）18時30分～20時15分
【ところ】クリスタルプラザ展望研修棟（６・７階）（八幡中山町）
【注　意】棟内での飲食は固くお断りします。土足厳禁です。
※事前申込みは不要です。


